
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国宝＆ 

重伝建地区 

シリーズ 5 

「国宝＆重要伝統的建造物群保存地区」 

現地セミナー 全 6回 

 国宝の文化財的価値とその歴史を学ぶ  

古都京都・古都奈良を中心に近畿地方には、全国の国宝の７５％が集

まります。それら国宝に加え、町並・景観の国宝とも言われる各地の

「重要伝統的建造物群保存地区」を巡る文化財学習にご案内します。 

 

 

〒600-8008 京都市下京区四条通烏丸東入ル  

京都フコク生命四条烏丸ビル地下 1階 

 075-254-2835 
平日 10:00～19:00  土曜 10:00～17:00 

日曜 10:00～12:00 

 

お申し込み・お問い合わせは 

■受講料：会員 3,630 円（1回/税込）  

■受講料：一般 3,960 円（1回/税込）  

※いずれも資料、イヤホンガイド使用料、保険代込 

※拝観料、交通費等は別途当日各自負担 

■講 師：小嶋一郎（京都産業大学 日本文化研究所 上席特別客員研究員） 

 

■社寺等施設の都合、天候・交通・感染問題等の理由により、行程・訪問先を変更することがあります。■講座中の録音・録画は、お控えください。 

 

建造物・仏像・絵画・工芸品にみられる珠玉の国宝、その神髄と魅力に迫ります 

第 5回 ２月２０日（木） 13:00～ 

「清水寺  

  涅槃図の御開帳（経堂）」 

 

行程（予定）１３：００京阪電鉄「清水五条」駅改札

前（地下）集合～１３：３０頃「東山区役所」休憩～ 
１４：１５頃「清水寺」仁王門前～１４：３０頃「経堂」参
拝。「涅槃図」～１５：００頃「清水寺」本堂参拝※拝

観料５００円（予定）～１５：５５頃、仁王門にて解散 
 

清水寺参道（清水坂）の坂を上り清水寺

へ。涅槃会（お釈迦様の亡くなられた日に

行われる法要）から経堂（写真⑤）で一週

間ご開帳される涅槃図を拝観します。 

その後、本堂（清水の舞台）から奥之院、

そして境内（音羽の滝を含む）を参拝しま

す。 

 

第 6回 ３月２７日（木） 12:５０～ 

「法隆寺 西円堂と夢殿 

  ～２棟の国宝建造物～」 

 

行程（予定）１２：５０ＪＲ大和路線「法隆寺」駅集合～１３：０２バ
ス「法隆寺参道」行乗車～１３：１２頃「法隆寺参道」前下車～

１３：１７頃「法隆寺」南大門前～１３：３５頃「西円堂」参拝１４：００
頃「法隆寺」※拝観料２，０００円（予定）～西院伽藍～大宝
蔵院～東院伽藍（夢殿）～１５：４５頃東院伽藍前にて解散 

現存する世界最古の木造建築群とされ

る西院伽藍に隣接して八角円堂の「西円

堂（国宝）」が建ち、「峯の薬師」と呼ばれ

る薬師如来座像が安置されています。 

夢殿（国宝）は東院伽藍の中心にあり、

聖徳太子の供養堂で西円堂と同じく八角

円堂です。 

 

 

第 4回 １月３日（金） 13:00～ 

「薬師寺 吉祥天画像（国宝）」 

 

行程（予定）１３：００近鉄「西ノ京」駅東出口付近集
合～１３：０５頃「薬師寺」拝観※拝観料１，０００円

（予定）～１４：３０頃出発～１４：４５頃「唐招提寺」拝
観※拝観料１，０００円（予定）～１５：５０頃、出発～ 
１６：００頃、近鉄「西ノ京」駅付近にて解散 

  
 

まずは薬師寺（写真②）を参拝。正月三

が日のみご開帳される「吉祥天女画像（国

宝）」は、麻布の上に彩色された仏画とし

ては日本最古の文化財です。 

その後、鑑真和上が開基した唐招提寺

へ。両寺は、いずれも世界文化遺産「古都

奈良の文化財」として登録されています。 

第 1回 １０月２４日（木） 13:00～ 

「彦根城」と「城下町」 

 

行程（予定）１３：００JR「彦根」駅改札前（２階）集合

～１３：３０頃「埋木舎」見学※入場料５００円（予定）
～１４：１５頃「彦根城」見学※入場料１，０００円（予
定）～１５：４５頃、城を出発して城下町を散策～ 

１６：３０頃、駅近くで解散予定 

国宝「彦根城（写真①）」と１３代彦根藩

主井伊直弼が青春時代を過ごした埋木舎

（うもれぎのや）を訪ねます。 

彦根城は天守が国宝指定されている五

城（姫路城他）の一つで、城内の各所が映

画のロケ地として多数使用されています。 

お城見学のあとは城下町を散策します。 

第 2回 １１月２１日（木） 12:40～ 

「談山神社」と「聖林寺」 

 

行程（予定）１２：４０ＪＲ「桜井」駅改札前（２階）集合※近

鉄大阪線「桜井」駅改札より徒歩２分～１２：５０バス移動
～１３：２０頃「談山神社」※拝観料１，０００円（予定）～１４：４８
頃、バス移動～１５：００頃「聖林寺」※拝観料８００円（予

定）～１５：５５頃、寺院を出発～１６：４５頃「桜井」駅前解散 

大化の改新にまつわる談合をしたとい

う伝えから名がついた談山（たんざん）神

社（写真⑥）、藤原鎌足を祀る本殿は日光

東照宮の手本になったと言われる程、豪

華絢爛な造りです。聖林寺は国宝十一面

観音（写真③）をはじめ曼荼羅など数々の

寺宝を所蔵、この時期特別公開されます。 

 

第 3回 １２月５日（木） 12:50～ 

「滝坂の道」と 

  「春日山原始林周回路」 

 

行程(予定)１２:５０近鉄「奈良」駅東改札前（地下）集合
～１３:０３バス「春日大社本殿」行に乗車～１３:２０頃「春
日大社」参拝～１３:４０頃「若宮」参拝～１４:００頃「滝坂

の道」へ～１５:００頃「首切り地蔵」～１５:２０頃「春日山
原始林」～１６：５０頃、バス停「高畑町」到着後、解散。 
 

春日大社参拝後、滝坂の道（旧柳生街

道）へ。奈良の市街地から柳生新陰流の発

祥の地、柳生の里に続く道で、剣豪や民が

祈りをささげたといわれる石仏が多くみ

られます。帰りは世界文化遺産「古都奈良

の文化財」の一つである春日山原始林（写

真④）の周回道路を通ります。 

 

① 

② 

画像提供:聖林寺 
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